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要 約  

本 調 査 で は 、 イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス （ I R G） 収 穫 後 に 自 然

発 生 す る メ ヒ シ バ を 活 用 し 、 肥 培 管 理 と 適 期 収 穫 に よ り 収 量

と 栄 養 価 を 確 保 し つ つ 夏 季 粗 飼 料 を 生 産 す る 二 毛 作 体 系 を 生

産 者 圃 場 で 検 証 し た 。 年 間 5 回 刈 り と し 、 1～ 2 回 目 は I R G、

3～ 5 回 目 は メ ヒ シ バ が 優 占 し た 。各 番 草 と も 雑 草 混 入 は 少 な

く 、 植 生 は 例 年 ど お り 安 定 し て 形 成 さ れ た 。 I R G 乾 物 収 量 は

「 タ チ ム シ ャ 」 が 「 ガ ル フ 」 よ り 高 く 、 メ ヒ シ バ 収 量 は 品 種

間 差 が な か っ た 。 以 上 よ り 、 本 体 系 は 暖 地 型 牧 草 の 種 子 購 入

と 播 種 作 業 を 要 さ ず 、 低 コ ス ト か つ 省 力 的 に 夏 季 の 粗 飼 料 生

産 に 貢 献 す る 有 効 な 技 術 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。  
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背 景  

九 州 を 中 心 と す る 温 暖 地 で は 、 オ ー チ ャ ー ド グ ラ ス や チ モ

シ ー と い っ た 寒 地 型 多 年 生 牧 草 は 夏 季 の 高 温 と 湿 潤 条 件 に 耐

え ら れ ず 、 株 が 弱 体 化 し て 枯 死 す る 。 一 方 で 、 暖 地 型 多 年 生

牧 草 は 、 バ ヒ ア グ ラ ス や バ ミ ュ ー ダ グ ラ ス の よ う な シ バ 型 の

一 部 草 種 を 除 け ば 、 冬 季 の 低 温 に よ り 越 冬 が 難 し い 。 こ の よ

う な 温 暖 地 の 気 候 環 境 は 、 寒 地 型 ・ 暖 地 型 の ど ち ら の 多 年 生

草 種 に も 生 育 上 の 不 利 を 与 え る た め 、 結 果 的 に 多 年 生 牧 草 の

安 定 利 用 が 困 難 で あ り 、 粗 飼 料 生 産 体 系 は 一 年 生 牧 草 に 依 存

す る こ と が 一 般 的 で あ る 。  

一 年 生 牧 草 を 利 用 し た 二 毛 作 体 系 で は 、 冬 季 に 栽 培 す る 寒

地 型 一 年 生 牧 草 と し て 、イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス（ 以 下 、I R G）

が 広 く 普 及 し て い る 。 I R G  は 播 種 後 の 初 期 生 育 が 早 く 、冬 季

〜 春 季 に か け て 旺 盛 に 生 長 し 、 収 量 性 ・ 栄 養 価 ・ 再 生 力 ・ 家

畜 嗜 好 性 の い ず れ に お い て も 優 れ て い る 。 こ の た め 、 温 暖 地

に お け る 冬 作 牧 草 と し て は ほ ぼ 不 可 欠 な 存 在 と な っ て い る 。  

し か し 、 I R G  の 後 作 と な る 夏 季 の 粗 飼 料 確 保 に 関 し て は 、

長 年 に わ た り 課 題 が 残 さ れ て い る 。夏 作 と し て ロ ー ズ グ ラ ス 、

ギ ニ ア グ ラ ス 、 ス ー ダ ン グ ラ ス 、 栽 培 ヒ エ 、 セ タ リ ア 、 テ フ

グ ラ ス な ど の 暖 地 型 一 年 生 牧 草 が 市 販 さ れ て い る も の の 、 こ

れ ら が 導 入 さ れ て 安 定 的 に 栽 培 さ れ た 例 は 少 な い 。 そ の 理 由
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と し て 、第 一 に 、こ れ ら 暖 地 型 牧 草 は い ず れ も 単 年 草 で あ り 、

毎 年  I R G  収 穫 後 に 播 種 し な け れ ば な ら な い た め 、 播 種 作 業

に 多 く の 労 力 と コ ス ト が か か る 点 が 挙 げ ら れ る 。I R G  の 種 子

が 安 価 で 大 量 流 通 し て い る の に 対 し 、 暖 地 型 一 年 生 草 種 の 種

子 価 格 は 相 対 的 に 高 く 、経 済 的 負 担 が 大 き い 。さ ら に  I R G  の

収 穫 期 と 暖 地 型 草 種 の 播 種 適 期 が 重 な る た め 、 圃 場 作 業 が 競

合 し 、 梅 雨 入 り 前 は 極 め て 短 い 期 間 に 作 業 を 集 中 さ せ ざ る を

得 な い 。  I R G  の 収 穫 や 乾 草 化 作 業 が 少 し で も 遅 れ る と 、 暖

地 型 草 種 の 播 種 が 梅 雨 入 り に か か り 、 播 種 適 期 を 逸 し て し ま

う 危 険 性 が 高 ま る 。 ま た 、 暖 地 型 一 年 生 草 種 の 生 育 が 秋 季 に

長 引 く と 、 次 年 度 の  I R G  播 種 が 遅 れ 、 以 降 の 作 業 ス ケ ジ ュ

ー ル 全 体 に 影 響 す る 。 さ ら に 、 暖 地 型 牧 草 は  I R G  に 比 べ て

栄 養 価 お よ び 家 畜 嗜 好 性 が 劣 る 点 も 採 用 の 障 壁 と な っ て き た 。

こ の よ う な 要 因 か ら 、 温 暖 地 で は  I R G  収 穫 後 の 圃 場 が 利 用

さ れ ず 放 置 さ れ て い る 例 が 少 な く な い 。  

一 方 で 、 I R G  の 生 育 が 停 滞 す る 初 夏 か ら 夏 季 に か け て 、自

然 発 生 す る 一 年 生 イ ネ 科 野 草 で あ る メ ヒ シ バ （ 九 州 で は 「 ホ

ト ク イ 」 と 呼 ば れ る ） が 圃 場 を 覆 う よ う に 繁 茂 す る こ と は 温

暖 地 で は よ く 知 ら れ て い る（ 図 1）。メ ヒ シ バ は 雑 草 と し て 認

識 さ れ る こ と が 多 い が 、 粗 飼 料 と し て 十 分 な 利 用 価 値 を 有 し

て い る 。 そ の た め 、 地 域 に よ っ て は  I R G  の 収 穫 後 に 自 然 発

生 し た メ ヒ シ バ を 収 穫 し 、 夏 季 の 粗 飼 料 源 と し て 利 用 す る 事
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例 も 多 く 見 ら れ る 。し か し な が ら 、 I R G  と メ ヒ シ バ に よ る 連

続 植 生 を 用 い た 粗 飼 料 生 産 体 系 は 確 立 さ れ て お ら ず 、 科 学 的

検 討 や 技 術 開 発 が ほ と ん ど 行 わ れ て こ な か っ た 。  

 

 

目 的  

こ の よ う な 中 で 、 宮 崎 県 宮 崎 市 の 黒 毛 和 種 繁 殖 肥 育 一 貫 経

営 の 長 友 牧 場 で は 、増 加 す る 遊 休 農 地 を 活 用 し つ つ 、 I R G  収

穫 後 に 自 然 発 生 す る メ ヒ シ バ を 計 画 的 に 利 用 す る 独 自 の 生 産

体 系 を 確 立 し て い た 。 同 牧 場 で は 、 イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス の

衰 退 後 、 自 然 発 生 す る メ ヒ シ バ に 施 肥 を 行 い 、 適 切 な 生 育 ス

テ ー ジ で 収 穫 す る こ と に よ っ て 、 夏 季 の 粗 飼 料 を 低 コ ス ト か

つ 省 力 的 に 生 産 し て い る（ 図 2）。こ の 粗 飼 料 生 産 方 法 は 、種

子 を 購 入 せ ず 播 種 作 業 を 行 わ な い た め 非 常 に 作 業 負 担 が 小 さ

く 、 ま た 増 加 す る 遊 休 農 地 の 保 全 に も 寄 与 し て い る 。 本 調 査

研 究 で は 、長 友 牧 場 の  I R G と メ ヒ シ バ 連 続 二 毛 作 体 系 を 詳 細
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に 調 査 し 、 そ の 作 業 ス ケ ジ ュ ー ル 、 草 種 転 換 時 期 、 収 量 お よ

び 栄 養 価 、 さ ら に こ れ ら 粗 飼 料 の 家 畜 の 生 育 ス テ ー ジ 別 の 給

与 体 系 を 明 ら か に す る こ と と し た 。  

 

 

経 営 体 の 概 要  

長 友 牧 場 は 地 域 の 遊 休 農 地 を 受 託 し 粗 飼 料 を 生 産 し て い る

が 、 そ の 面 積 は 年 々 増 加 し 、 従 来 の 播 種 中 心 の 夏 作 体 系 で は

作 業 負 荷 が 過 大 と な り つ つ あ っ た 。そ の た め 、 I R G  後 作 と し

て 自 然 発 生 す る メ ヒ シ バ に 着 目 し 、 播 種 作 業 を 行 わ ず 、 自 然

発 生 す る メ ヒ シ バ の 生 育 を 促 す こ と で 粗 飼 料 生 産 を 行 う 体 系

へ 移 行 し た 。 こ れ に よ り 、 種 子 購 入 コ ス ト は ゼ ロ と な り 、 播

種 作 業 自 体 が 不 要 と な っ た 。 生 産 さ れ た  I R G  や メ ヒ シ バ の

ロ ー ル サ イ レ ー ジ お よ び 乾 草 の 大 部 分 は 自 家 消 費 さ れ 、 残 り
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は 地 域 畜 産 農 家 へ 販 売 さ れ る こ と で 、 地 域 全 体 の 粗 飼 料 供 給

に も 貢 献 し て い る （ 図 3）。 加 え て 、 イ ネ W C S  や イ ナ ワ ラ も

毎 年 確 保 し て お り 、 牧 場 に お け る 粗 飼 料 は 完 全 自 給 で 実 現 さ

れ て い る （ 図 4）。  
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調 査 の 方 法  

本 調 査 は  I R G と メ ヒ シ バ の 連 続 二 毛 作 栽 培 を 行 っ て い る  

2 h a  の 圃 場 で 実 施 さ れ た 。 I R G  品 種 と し て 、最 も 流 通 量 が 多

く 種 子 価 格 が 安 価 な 中 生 品 種 「 ガ ル フ 」 と 、 同 じ 中 生 の 立 型

で 再 生 力 に 優 れ る「 タ チ ム シ ャ 」を 用 い 、 2 0 2 4 年 1 0 月 1 8 日

に 両 品 種 を 各  3 k g / 1 0 a  の 播 種 量 で 各 品 種 1 h a を 耕 起 播 種 し た 。  

施 肥 で は 基 肥 と し て 牛 糞 堆 肥 2 t、石 灰 5 0 k g / 1 0 a、化 成 肥 料

3 . 5 k g N / 1 0 a  を 施 用 し 、早 春 施 肥 お よ び 各 番 草 収 穫 後 の 追 肥 に

よ り 適 宜 窒 素 供 給 を 行 っ た 。 2 0 2 5 年 に は 4 月 11 日 、 5 月 2 6

日 、 7 月 1 5 日 、 8 月 2 3 日 、 1 0 月 1 5 日 の 計 5 回 の 収 穫 を 実 施

し た （ 図 5）。  

各 番 草 収 穫 直 前 に は 、 各 区 で 4 箇 所 の  1 m ²  を 地 上  1 0 c m  

で 刈 り 取 り 、構 成 草 種 を 分 別 し て 乾 物 収 量 を 測 定 し た 。ま た 、

収 穫 し た  I R G  お よ び メ ヒ シ バ を 飼 料 分 析 し 、 粗 タ ン パ ク 質

（ C P） お よ び 可 消 化 養 分 総 量 （ T D N） を 分 析 し た 。  

さ ら に 、 メ ヒ シ バ の 埋 土 種 子 の 発 芽 動 態 を 把 握 す る た め 、

各 番 草 収 穫 前 に 表 土 を 採 取 し 、 イ ン キ ュ ベ ー タ で 発 芽 さ せ 、

発 芽 可 能 な 種 子 数 を 推 定 し た 。  
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イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス と メ ヒ シ バ の 給 与 方 法 の 調 査  

 繁 殖 肥 育 一 貫 経 営 の 場 合 、 繁 殖 牛 、 子 牛 、 育 成 牛 、 肥 育 牛

と い っ た 生 育 ス テ ー ジ が 異 な る 牛 を 飼 養 す る 。 自 給 粗 飼 料 に

つ い て は 、 イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス と メ ヒ シ バ 以 外 に も イ ネ

W C S の 収 穫 と 地 域 の 耕 種 農 家 の 水 田 か ら イ ナ ワ ラ を 収 集 し

て い た 。 ど の 粗 飼 料 を ど の 生 育 ス テ ー ジ の 牛 に 給 与 し て い る

の か に つ い て 聞 き 取 り 調 査 を 行 っ た 。  

 

調 査 結 果 と 考 察  

イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス － メ ヒ シ バ 植 生 の 季 節 動 態  

図 6 に は ガ ル フ 区 と タ チ ム シ ャ 区 の 草 種 毎 の 乾 物 収 量 の 季

節 変 化 を 示 し た 。 一 番 草 は 両 区 と も に イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス

の 出 穂 始 め の 4 月 11 日 に 収 穫 し た （ 図 5）。 両 区 と も に 雑 草

は ほ と ん ど 見 ら れ な か っ た 。乾 物 収 量 は ガ ル フ 区 が 7 0 8 k g / 1 0 a

で あ る の に 対 し 、 タ チ ム シ ャ 区 は 9 2 7 k g / 1 0 a と 高 か っ た 。 今
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回 用 い た イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス 品 種 「 タ チ ム シ ャ 」 は 立 型 の

特 性 を 有 し て い た こ と か ら 、「 ガ ル フ 」に 比 べ る と 倒 伏 は 少 な

か っ た 。乾 物 収 量 の 差 は 倒 伏 程 度 の 差 に よ る も の だ と 考 え る 。 

二 番 草 の 収 穫 は 梅 雨 入 り 前 の 5 月 2 6 日 に 収 穫 し た（ 図 5）。

二 番 草 の 優 占 草 種 も イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス で 、 両 区 と も に 開

花 期 ～ 結 実 期 で あ っ た 。 温 暖 地 で は 、 梅 雨 入 り す る と 予 乾 を

し て ロ ー ル ベ イ ル に 梱 包 す る 体 系 で 収 穫 す る こ と が 困 難 に な

る 。 そ の た め 、 自 給 飼 料 生 産 者 は 5 月 下 旬 ま で に イ タ リ ア ン

ラ イ グ ラ ス の 収 穫 を 終 え た い 。「 ガ ル フ 」 区 と 「 タ チ ム シ ャ 」

区 の 乾 物 収 量 は 3 0 0 k g / 1 0 a 程 度 で あ っ た （ 図 6）。 ま た 、 両 区

と も に 二 番 草 の 群 落 内 で は 既 に メ ヒ シ バ の 出 芽 が 確 認 で き た 。 

三 番 草 の 収 穫 は 梅 雨 明 け の 7 月 1 5 日 に 行 っ た （ 図 5）。 三

番 草 か ら は 両 区 と も に 優 占 草 種 は イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス か ら

メ ヒ シ バ に 転 換 し た 。両 区 と も に メ ヒ シ バ の 出 穂 期 に 収 穫 し 、

両 区 と も に 乾 物 収 量 は 6 0 0 k g / 1 0 a を 越 え て い た 。 イ タ リ ア ン

ラ イ グ ラ ス と 雑 草 は ほ と ん ど 含 ま れ て い な か っ た 。 メ ヒ シ バ

の よ う な 単 年 生 の 暖 地 型 イ ネ 科 草 種 は 出 穂 後 、 急 速 に 栄 養 価

が 低 下 す る 。 そ の た め 、 出 穂 期 以 前 に 収 穫 す る こ と が 望 ま し

い 。 三 番 草 の 収 穫 は 梅 雨 明 け 後 に 天 気 が 続 く と す ぐ に 収 穫 を

行 う よ う に し て い た （ 図 5）。  

そ の 後 、 四 番 草 の 収 穫 は 8 月 2 3 日 、 五 番 草 の 収 穫 は 1 0 月

1 5 日 に 行 わ れ た 。メ ヒ シ バ の 乾 物 収 量 は「 ガ ル フ 」の 跡 と「 タ
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チ ム シ ャ 」の 跡 で は ほ と ん ど 変 わ ら ず 、四 番 草 が 4 8 0 k g / 1 0 a、

五 番 草 が 3 0 0 k g / 1 0 a 程 度 で あ っ た 。 五 番 草 に は オ ヒ シ バ の 混

入 が や や 確 認 さ れ た 。 五 番 草 の 収 穫 は 毎 年 、 必 ず 行 う と い う

わ け で は な く 、 四 番 草 後 、 メ ヒ シ バ の 生 育 が 旺 盛 な 場 合 に の

み 行 っ て い た（ 図 5）。イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス の 播 種 を 行 う に

は 、 前 植 生 の 地 上 部 を 除 去 す る 必 要 が あ る 。 9 月 に 入 っ て も

メ ヒ シ バ の 生 育 が 良 い 場 合 は 、 掃 除 刈 り を 兼 ね て 五 番 草 を 収

穫 し て い た 。  

図 7 に は 単 位 面 積 当 た り の 発 芽 可 能 な メ ヒ シ バ の 埋 土 種 子

数 の 変 化 を 示 し た 。3 月 1 6 日 の 時 点 で「 ガ ル フ 」区 お よ び「 タ

チ ム シ ャ 」 区 の 埋 土 種 子 数 は 両 区 と も に 4 0 , 0 0 0 個 / m 2 以 上 で

あ っ た 。一 番 草 収 穫 直 前 の 4 月 11 日 に は 3 2 , 0 0 0 個 / m 2 以 下 ま

で 低 下 し た 。さ ら に 、二 番 草 収 穫 直 前 の 5 月 2 6 日 に は 2 0 , 0 0 0

個 / m 2 以 下 ま で 低 下 し た 。 三 番 草 以 降 は 2 , 0 0 0 個 / m 2 以 下 と な

っ た 。メ ヒ シ バ は 曝 光 や 変 温 に よ っ て 発 芽 が 促 進 さ れ る た め 、

刈 り 取 り に よ る 地 表 環 境 の 変 化 に よ っ て 一 斉 に 出 芽 す る 。 イ

タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス 群 落 内 に メ ヒ シ バ の 実 生 が 確 認 で き る よ

う に な っ た の は 、 二 番 草 収 穫 直 前 の 5 月 2 6 日 の 調 査 で あ る 。

し か し 、 3 月 1 6 日 以 降 、イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス 群 落 内 で メ ヒ

シ バ 種 子 は 徐 々 に 死 滅 し て い る 。 こ の こ と か ら 、 メ ヒ シ バ は

一 番 草 の イ タ リ ア ン 群 落 内 で も 出 芽 は し て い る が 、 イ タ リ ア

ン ラ イ グ ラ ス の 生 育 が 旺 盛 な た め 、 光 競 合 に 敗 れ 群 落 内 で 枯
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死 し て い た と 考 え ら れ る 。 一 番 草 収 穫 以 降 は イ タ リ ア ン ラ イ

グ ラ ス の 生 育 も 弱 ま り だ し た た め 、 出 芽 し た メ ヒ シ バ 個 体 の

一 部 は 生 き 残 り 、 二 番 草 群 落 内 で 観 察 さ れ た と 推 察 さ れ る 。

さ ら に 、 二 番 草 収 穫 に よ る 地 表 の 光 条 件 と 温 度 条 件 の 変 化 に

よ り 、 残 っ て い た メ ヒ シ バ 埋 土 種 子 の ほ と ん ど が 出 芽 し た の

で あ ろ う 。 一 方 、 イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス は 夏 季 の 生 育 停 滞 の

時 期 を 迎 え た こ と で 、 出 芽 し た メ ヒ シ バ は 十 分 な 光 合 成 が 可

能 と な り 、 イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス 優 占 植 生 か ら メ ヒ シ バ 優 占

植 生 に 急 激 に 変 化 し た と 考 え ら れ る 。  
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イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス と メ ヒ シ バ の T D N と C P  

 図 8 に は 一 番 草 と 二 番 草 の イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス の T D N

（ ％ ） と C P（ ％ ） を 示 し た 。 イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス の T D N

（ ％ ） は 一 番 草 で は 「 ガ ル フ 」「 タ チ ム シ ャ 」 と も に 6 5％ 以

上 を 、 二 番 草 で は 両 区 と も に 5 5％ を 示 し た 。 C P は 両 区 の 一

番 草 と 二 番 草 で 9～ 11％ で あ っ た 。  

図 9 に は 三 番 草 、四 番 草 な ら び に 五 番 草 の メ ヒ シ バ の T D N

（ ％ ） と C P（ ％ ） を 示 し た 。「 ガ ル フ 」 収 穫 跡 と 「 タ チ ム シ

ャ 」 収 穫 跡 の メ ヒ シ バ の T D N（ ％ ） と C P（ ％ ） は ほ ぼ 同 じ

値 で あ っ た が 、 収 穫 時 期 の 間 で は 値 が 異 な っ て い た 。 三 番 草

の メ ヒ シ バ は T D N 5 9％ 、C P 1 0％ で あ り 、暖 地 型 草 種 の 栄 養 価

と し て は 高 い 値 を 示 し た 。 四 番 草 の メ ヒ シ バ は T D N 5 3％ 、
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C P 1 0 . 5％ で あ っ た 。施 肥 を 行 っ て い な い 五 番 草 の T D N は 4 9％ 、

C P は 三 番 草 と 四 番 草 に 比 べ る と や や 低 く 、 8％ で あ っ た 。 収

穫 回 数 が 進 む に つ れ て 、メ ヒ シ バ の T D N は 徐 々 に 低 下 す る 傾

向 が 見 ら れ た も の の 、 暖 地 型 牧 草 と 同 等 の 栄 養 価 を 示 し た 。  

 

 

 

家 畜 へ の 粗 飼 料 給 与 体 系  

図 1 0 に は 長 友 牧 場 の 粗 飼 料 給 与 体 系 を 示 し た 。長 友 牧 場 で
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は 粗 飼 料 は 全 て 自 給 し て い る 。 粗 飼 料 の 種 類 と し て は 、 イ タ

リ ア ン ラ イ グ ラ ス と メ ヒ シ バ 以 外 に も イ ネ W C S と イ ナ ワ ラ

も 毎 年 確 保 し て い る 。 イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス は 一 番 草 と 二 番

草 が あ り 、 メ ヒ シ バ は 三 番 草 、 四 番 草 な ら び に 五 番 草 が あ っ

た 。 す な わ ち 、 7 種 類 の 粗 飼 料 を 毎 年 、 確 保 し て い る 。  

 仔 牛 の 販 売 は 長 友 牧 場 の 収 益 の 主 軸 で あ る こ と か ら 、 仔 牛

の 発 育 、 特 に ル ー メ ン の 発 達 に つ い て は こ だ わ っ て 飼 養 し て

い た 。 仔 牛 の 生 育 ス テ ー ジ は ル ー メ ン の 発 達 段 階 に あ た る 。

仔 牛 は 肉 用 牛 の 生 育 ス テ ー ジ の 中 で も 消 化 性 の 高 い 粗 飼 料 を

給 与 す る 必 要 が あ る こ と か ら 、 自 給 粗 飼 料 の 中 で 最 も 良 質 な

一 番 草 の イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス と イ ネ W C S を 1 : 1 の 割 合 で 混

合 し て い た 。 さ ら に 、 良 質 粗 飼 料 だ け で は 丈 夫 な ル ー メ ン に

発 達 し な い と い う 考 え か ら 、 物 理 的 な 刺 激 を ル ー メ ン に 与 え

る た め に イ ナ ワ ラ を 少 量 混 合 し て い た 。 こ の 粗 飼 料 給 与 体 系

に よ り 飼 養 さ れ た 仔 牛 の 過 去 4 年 間 の 日 増 体 量 は 去 勢 が 1 . 0 4

～ 1 . 1 k g /日 、 雌 が 0 . 9 4～ 0 . 9 6 k g /日 で 、 宮 崎 県 の 市 場 平 均 よ り

高 い 値 で あ っ た 。  

 繁 殖 牛 に は 分 娩 前 後 以 外 は 過 肥 に よ る 繁 殖 障 害 を 予 防 す る

た め 、イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス に 比 べ る と 比 較 的 T D N の 低 い メ

ヒ シ バ と イ ネ W C S を 主 体 に 給 与 さ れ て い た 。  

 肥 育 牛 は 一 般 的 な 肥 育 飼 養 の 場 合 と 同 じ く 、 粗 飼 料 の 全 量

を 収 集 し た イ ナ ワ ラ と し て い た 。  
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こ の よ う に 各 粗 飼 料 の 品 質 特 性 を 踏 ま え た 給 与 体 系 が 適 切

に 構 築 さ れ て い る の が 長 友 牧 場 の 特 徴 で あ る 。  

 

 

今 後 解 決 す べ き 課 題  

 I R G と メ ヒ シ バ の 連 続 二 毛 作 体 系 は 、 夏 作 の 播 種 を 完 全 に

省 略 で き る た め 、 大 幅 な 省 力 化 が 可 能 で あ り 、 種 子 購 入 費 用

が か か ら な い こ と で コ ス ト も 大 幅 に 削 減 で き る 。 ま た 、 I R G

収 穫 後 す ぐ に メ ヒ シ バ が 自 然 発 生 す る た め 、 I R G 収 穫 と 夏 作

播 種 の 作 業 競 合 を 回 避 で き る 利 点 が あ る 。 さ ら に 、 夏 季 の 粗

飼 料 を 毎 年 安 定 的 に 確 保 で き 、 地 域 の 遊 休 農 地 の 維 持 に も 貢

献 す る な ど 、 多 方 面 に わ た る 利 点 を 有 し て い る 。  

し か し 、 連 続 二 毛 作 体 系 に つ い て は 解 決 し な け れ ば な ら な
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い 課 題 が 残 っ て い る 。  

 1 つ 目 は 、 メ ヒ シ バ は 市 販 の 牧 草 で は な い た め 、 種 子 を 購

入 で き な い 点 で あ る 。 メ ヒ シ バ は 全 国 の 路 傍 や 空 き 地 な ど ど

こ で も 見 ら れ る あ り ふ れ た 草 種 で あ り 、 遊 休 農 地 の よ う に 元

来 農 地 で あ っ た 土 地 で あ れ ば 、 耕 起 を す れ ば 必 ず 自 然 発 生 す

る 。 し か し 、 長 友 牧 場 の 圃 場 で も メ ヒ シ バ の 単 一 植 生 に な る

に は 3 年 程 度 を 要 し て い た 。 ま た 、 南 九 州 に は 同 じ よ う に イ

タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス の 栽 培 後 、 自 然 発 生 し た メ ヒ シ バ を 収 穫

し て い る 生 産 者 は 多 い が 、 長 友 牧 場 の よ う に メ ヒ シ バ 単 一 の

植 生 に な っ て い る 圃 場 ば か り で は な い 。 今 後 、 多 く の 生 産 者

が イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス と メ ヒ シ バ の 連 続 二 毛 作 体 系 を 利 用

で き る よ う に す る た め に は 、 イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス 栽 培 後 に

メ ヒ シ バ が 優 占 す る 要 因 と メ カ ニ ズ ム を 解 明 し 、 遊 休 農 地 か

ら １ ～ ２ 年 で イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス と メ ヒ シ バ の 単 一 植 生 に

移 行 さ せ る 技 術 を 開 発 す る 必 要 が あ る 。  

2 つ 目 は 連 続 二 毛 作 体 系 に 有 利 な ラ イ グ ラ ス の 品 種 の 選 択

の 必 要 性 で あ る 。イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス 種 子 の 流 通 量 の う ち 、

「 ガ ル フ 」 が 4 割 を 占 め 、 圧 倒 的 な シ ェ ア を 誇 っ て い る 。 そ

の 最 大 の 理 由 は 販 売 価 格 が 安 価 な た め で あ る 。 今 回 の 現 地 調

査 研 究 で は 「 ガ ル フ 」 と 同 じ 中 生 の 優 良 品 種 「 タ チ ム シ ャ 」

を 比 較 草 種 と し て 利 用 し た が 、 一 番 草 の 倒 伏 程 度 の 違 い に よ

っ て 、収 量 が 微 増 し た に と ど ま っ た 。「 ガ ル フ 」よ り 種 子 価 格
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に 割 高 感 の あ る 優 良 品 種 を 生 産 者 が 導 入 す る に は 、 比 較 し て

一 目 瞭 然 と な る 長 所 を 持 つ 必 要 が あ る 。 連 続 二 毛 作 体 系 で は

梅 雨 入 り 前 の 暖 地 型 牧 草 の 播 種 の 期 間 を 省 略 で き る こ と か ら 、

中 生 の 「 ガ ル フ 」 よ り も 出 穂 時 期 が 遅 く 、 収 量 性 と 再 生 力 に

優 れ る 晩 生 品 種 の 導 入 に つ い て も 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

 3 つ 目 は 自 給 粗 飼 料 の 生 産 量 と 消 費 量 の バ ラ ン ス が 崩 れ 始

め て い る 点 で あ る 。 長 友 牧 場 で は 飼 養 し て い る 家 畜 に 給 与 す

る だ け で な く 、 生 産 し た 粗 飼 料 は 地 域 の 畜 産 農 家 に 低 価 格 で

販 売 し て い る 。 農 地 を 使 っ て 欲 し い と い う 要 望 は 増 え て い る

が 、 作 付 け を 行 う 手 が 回 ら な く な っ て き て い た 。 さ ら に 、 地

域 の 畜 産 農 家 が 廃 業 し て き た た め 、 粗 飼 料 の 生 産 量 を 上 げ て

も 売 り 先 が 減 少 し て き て い た 。こ の 問 題 は 宮 崎 県 だ け で な く 、

全 国 的 な 傾 向 で あ る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 農 地 の 保 全 と 自

給 飼 料 の 消 費 先 の 確 保 の バ ラ ン ス を い か に 保 っ て い く か が 今

後 、 重 要 な 課 題 と な る で あ ろ う 。  
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（ 2 0 0 3 ） 地 表 部 の 植 被 と 刈 取 り が メ ヒ シ バ ( D i g i a r i a  

a d s c e n d e n s  ( H . B . K . )  H e n r. ) と イ ヌ ビ エ ( E c h i n o c h l o a  

c r u s - g a l l i  ( L . )  B e a u v. )種 子 の 発 芽 時 期 に 及 ぼ す 影 響 .  日 本

草 地 学 会 誌  4 9（ 4 )： 3 7 3 - 3 7 8  

６ ）  池 田 堅 太 郎 ,  林 恵 介 ,  後 藤 貴 文 ,  衛 藤 哲 次 ,  飛 佐 学 ,  下

條 雅 敬 ,  増 田 泰 久 ．（ 2 0 0 4 ） 光 質 の 違 い が イ ヌ ビ エ

( E c h i n o c h l o a  c r u s - g a l l i  ( L . )  B e a u v. ) と メ ヒ シ バ ( D i g i t a r i a  

a d s c e n d e n s  ( H . B . K )  H e n r. )種 子 の 発 芽 に 及 ぼ す 影 響 .  日 本 草

地 学 会 誌  4 9（ 6）： 6 4 0 - 6 4 4  

７ ）  池 田 堅 太 郎 ．（ 2 0 1 4 ） 草 地 雑 草 フ ァ イ ル  メ ヒ シ バ .  

D A I RY M A N  第 6 4 巻 第 4 号 ： 5 8  

８ ）  池 田 堅 太 郎 （ 2 0 2 5） 九 州 に お け る 牧 草 地 ・ 飼 料 畑 の 雑

草 被 害 の 現 状 と 対 策 ． グ ラ ス ＆ シ ー ド 4 6： 3 9 – 5 0  
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９ ）  梨 木  守 ,  野 本 達 郎 ,  目 黒 良 平 .  ( 1 9 8 8 )  草 地 に お け る

メ ヒ シ バ の 発 生 ・ 繁 茂 に 及 ぼ す 施 肥 ・ 刈 取 り の 影 響 .  雑 草

研 究  3 3（ 1）： 3 1 – 4 0  

 


